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中等社会科教育学会会則

第1条本会は中等社会科教育学会と称する。
第2条本会は社会科教育および地理歴史科教育 ・ 公民科教育に関する研究を行い ， あわせて

会員柑互の連幣をはかることを目的とする。
第3条本会は前条の目的を達成するために 次の活動を行う。

1.研究会・例会の1}｝l1化
2.機 1月誌、・会恨の発行
3.資料の収集・交換
4.その他必要と認められるもの

第4条本会の会員は．本会の趣旨に賛同する者で ， 所定の会費を納入した者とする。
第5条本会の本部は ， 筑波大学大学院人1}lJ総合科学研究科社会科教育学研究室におく。
第6条本会は次の役員をおく。

会 長］名
副会 長 2名
評議 員若干名
理 事若干名
会計l}益査 2名

2.評議員および会計監査は総会において選出する。
3.会長および副会長は理事会で選出する。
4.理事は総会の承認を得て ， 会長が委嘱する。
5.役員の任期は2年とする。ただし． ni選は妨げない。

第7条会長は本会を代表し．会務を総括する。
2.副会長は会長を補佐し， 会長に事故などがあったときにはその職務を代行する。
3.評議員は評議員会を構成し ， 重炭な会務を連営する。
4.埋事は理事会を構成し� ， 会長をたすけて会務を連営する。
5.会計藍壺は ， 本会の会計を1監査する。

第8条本会には顧間をおくことができる。顧間は総会の承認を得て会長が委噸する。
第9条本会の会議は ， 総会， 乳平議員会および理事会とする。

2.総会は価年1回会長が招集する。
要ある場合 ， 会長は臨時

4.総会の議決決定は ， 1,1,1}lif会員の過半数をもって行う。
5.評議員会は会長 ， 副会長 ， 評議員 ， J;軋事 ， 会計隙炉往顧間をもって11か成し ， 会長の招

集によって会務を審議する。
6. j:II! tlf·公は会長が招集する。

第10条木会の経費は．会貨 寄付金 ， その他をもってこれに充てる。
2.本会の公＇費は年額3,000円とし．1ij•年6月末日までに納入するものとする。 なお ， 学生

！ 会員は2.000 Iりとする。
i 3.本公の会iil年度は筍年4月1日に始まり．翌年3月31日までとする。
l第11条会甘llの改[Iー：は総会の議を経なければならない。
！付 甘lj この会の会則は， 平成17'.イドll月19日から施行する。
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3.必 総会を招集することができる。
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